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業績予想の修正及び営業外収益、法人税等調整額（益）の計上に関するお知らせ 

 

当社は、2022年７月１日に発表いたしました、2022年８月期（2021年９月１日～2022年８月31日）の通期連

結業績予想を下記のとおり修正いたしましたので、お知らせいたします。 

また、2022年８月期第４四半期連結会計期間（2022年６月１日～2022年８月31日）において下記のとおり、

営業外収益及び法人税等調整額（益）を計上する見込みとなりましたので、あわせてお知らせいたします。 

 

記 

 

１． 業績予想の修正について 

（１）2022年８月期の連結業績予想数値の修正 

 売 上 高 営 業 利 益 経 常 利 益 

親会社株主に 

帰属する 

当期純利益 

１株当たり 

当期純利益 

 

前回発表予想（Ａ） 

百万円 

9,200 

百万円 

30 

百万円 

480 

百万円 

580 

円 銭 

65.58 

今回修正予想（Ｂ） 9,507 104 686 824 93.21 

増 減 額（Ｂ－Ａ） 307 74 206 244  

増 減 率（ ％ ） 3.3 246.7 42.9 42.1  

（参考）前期連結実績 

（2 02 1 年８月期） 
7,015 △1,732 △405 △810 △92.20 

 

（２）修正の理由 

前回発表予想では 2022年８月期の売上高及び営業利益は新型コロナウイルス感染症による行動制限の影響

等を考慮し保守的に見積っておりましたが、影響は軽微であったことから前回発表予想を上回る見込みであり

ます。経常利益及び親会社株主に帰属する当期純利益は、主として大幅な円安進行の影響により営業外収益に

為替差益を計上すること及び法人税等調整額（益）を計上することにより、それぞれ前回発表予想を上回る見

込みです。 

 

２． 営業外収益の内容 

（１） 営業外収益（為替差益）  

為替差益59百万円を営業外収益の「為替差益」に計上する見込みです。これは主として大幅な円安進行

の影響により発生するものであります。  

（２） 営業外収益（助成金収入）  

雇用調整助成金等 29百万円を営業外収益の「助成金収入」に計上する見込みです。 



- 2 - 

 

 

３． 法人税等調整額（益）の内容 

当社及び連結子会社の繰延税金資産の回収可能性を慎重に検討した結果、「法人税等調整額（益）」36百万

円を計上する見込みです。 

 

なお、2022年８月期連結会計年度（2021年９月１日～2022年８月31日）における営業外収益の「為替差益」

は157百万円、「助成金収入」は416百万円となる見込みであり、「法人税等調整額（益）」は103百万円とな

る見込みであります。 

 

（注）上記の予想は、本資料の発表日現在において入手可能な情報に基づいて作成したものであり、実際の業

績は今後の様々な要因により予想数値と異なる場合があります。 

 

以 上 

 


